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1. 要旨
私達は渦巻銀河の腕が枝分かれする原因は何なのかを

知りたいと考えた。銀河の腕は重力源によって乱れる密

度波であることから「渦巻銀河の腕の枝分かれが生じる

原因は銀河の衝突である」という仮説を立て、これを調

べるには星形成率を調べることが有効であると考えた。 

2. 研究方法
ひとみ望遠鏡の Vバンド、Rバンドを用いて、1 回 3 分

の露光時間でバンドごとに 4 回ずつ観測を行う。綺麗に

撮れた 2 枚の画像の 1 次処理を行い Vバンドのデータで

腕と枝を定義し、V/Rのデータで値が大きいところ、す

なわち星形成率の大きいところを調べる。 

3. 観測
観測日時：2023 年 12 月 25 日 0:00～2:00

観測装置：仙台市天文台ひとみ望遠鏡

観測天体：M51,81,101
使用バンド：Vバンド、Rバンド

4. 結果
腕ごとに各場所の V/Rの値を数値化してグラフにした。

5. 考察
●M51（図 1 より）

・arm2-35において極端な数値の低下がみられる。

→腕がここを境目に途切れていると考えられる。

・arm1、arm2各々において、複数の観測箇所ごとに数

値のピークが現れ、周期性があるように見える。

→「枝」の付け根の場所と対応していると考えられる。

●M81（図 2 より）

・arm1-16では V/Rの値の増加がみられ、これは枝の付

け根の部分と一致している。

・腕の先端である arm2-40において V/Rの値が著しく増

加している。

→この部分は arm1と比べて腕の末端が広がっているた

め、「枝」が多く存在していると考えることができる。

・同じ銀河内で、arm2-20周辺は枝が多く存在している

が V/Rの値に大きな増加は見られない。

●M101（図 3 より）

・他の銀河と比べて V/Rの値は比較的なだらかに推移し

ている。

→M101には枝が多くあり、随所で星形成が行われてい

るからだと考えられる。

これらを踏まえて次の 2 つの仮説を考えた。

①銀河自体の運動など銀河衝突以外の理由でも星形成が

起こっている場合

M81における arm2-50など、枝の位置に対応してない

が V/Rの値が大きくなっている部分は銀河衝突以外の要

因により星形成が起こっているのではないか。 

②銀河衝突のみにより星形成が起こっている場合

M81における arm2-50では、銀河が正面衝突したこと

で一部分のみの V/Rの値が大きくなっている。また

M51、M101では銀河同士が横から衝突したことにより

銀河全体で密度波に乱れが生じ、腕の中での変化が比較

的平坦になった。 

6. 結論
枝の位置と星形成の活発さを表す値に一部相関が見ら

れたことから、渦巻銀河の腕の枝分かれが生じる原因の 1

つとして銀河の衝突が考えられる。また、課題点として

は星形成をしていることが銀河衝突と結びつけられるの

か（必要十分性が言えない）が挙げられる。 
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